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★Twitter・インスタも更新中♪

裏面につづく♪

メロン祭り開催！

スイートコーンの栽培講習会を開催しました
７月２５日（木）に広島県立農業技術大学校（是松町）にてスイートコーンの栽培

講習会を開催しました。越智先生（野菜・花きコース）ご指導のもと、育苗から収穫
までの温度管理や時期をずらして収穫するコツ、防除など栽培に関する様々なポイン
トをご解説いただきました。
参加された８名の出荷者さんからも様々な質問が飛び出し、また出荷者さん同士で

も交流や情報交換が行われ、大変有意義な講習会となりました。ご参加いただいた皆
さんありがとうございました。
出荷者協議会では今後も栽培技術の向上と売上アップを目標に、品目を絞ってより

実践的な栽培講習会を開催してまいりますので、積極的なご参加をお待ちしておりま
す。

セルトレイを使用した育苗の様子。発芽、生育
時の温度管理の方法や、直播と定植それぞれの
メリット・デメリットなどをご説明いただきま
した。

越智先生（写真中央）と参加者の皆さん。圃場
では分けつの除去や防除のタイミングや散布方
法、追肥など実践的な内容をお話しいただきま
した。

７月１９日（金）に道の駅たかの
屋外スペースにて広島県立農業技術大

学校の学生の皆さんによる「メロン祭り」
を開催しました。

恒例となったこのイベントは、お買い得な
価格で高品質なメロンを購入できるため、開催前か
ら心待ちにされている方より多くのお問い合わせが
寄せられました。その他にもトマトやアスパラガス
などの野菜も販売。
当日は開始前から長蛇の列で、オープンと同時に

目玉商品のメロンは飛ぶように売れていきました。
日頃なかなか消費者と触れ合う機会が少ない中、商
品説明をしっかりと行い、丹精込めて育てたメロン
がどんどん売れる状況に学生の皆さんのモチベー
ションも向上している様子でした。今後も野菜や花
の販売イベントを開催しますのでお楽しみに♪
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次回もお楽しみに♪

出荷者さん紹介バトン No.58

心農園 荒木 大祐さん（宮内町）
こころのうえん あらき だいすけ

昨年からぶどう農家として新規就農しました荒木大祐と申します。出身は上原町
で、大学を卒業後は金融機関に就職。サラリーマンとして生活する中で自分自身が
何の仕事をしたいか考えるようになり、夫婦ともに実家が農家であること、高齢化
によって農業の担い手が不足していることなど色々な思いがありぶどう農家になろ
うと決心。令和４年に仕事を辞め、１年間みらさかピオーネ生産組合でぶどう栽培
を学ばせていただき、昨年１２月に独立し「心農園」を開業しました。
もともと永末町でぶどうを栽培されていた方がいらっしゃいましたが、ご高齢の

ためハウスを管理出来ない状況になっており、そのご家族の方にここでぶどうを作
らせて貰えないかと相談させていただいたところ、「是非ここを使ってほしい」と
言っていただき、３０アールのハウスを使わせていただけることになりました。
まずは荒れ果てたハウスを整備するところからスタート。灌水用の井戸を整備し、

貯水用に酒蔵さんから使用しなくなったタンクを安く譲っていただきました。伸び
放題になっていた草や破れたビニールの張り替えなど膨大な作業でしたが、色々な
方にご協力いただきながら整備を進め、新しくシャインマスカットの苗木も植えま
した。

３０アールの広大なハウスにはポットに
植えた新しい苗木が整然と並ぶ。

荒木さんと出荷直前のシャインマスカット。もともとハウスにあった
地植えの木も綺麗に整備し、収穫可能なまでに復活。

ポットに苗木を植えることで、周りの土壌の影響を受けず水の管理もしやすい
「根域制限栽培」を採用。直線的に作業ができるので剪定や袋掛け作業も効率的に
できます。国や市の補助金を活用し、AIで土壌水分値を測定し自動で灌水出来るシ
ステムや草刈りロボットも導入。先端技術を活用したスマート農業で出来る限り省
力化を図っています。
もともとハウス内で栽培されていた地植えの木も２年間管理されていませんでし

たが、シャインマスカットは生命力がとても強く、丁寧に管理することで糖度が高
く高品質なものが出来るようになりました。
召し上がっていただいた方からも「最高に美味しかったよ！また食べたい！」と

言っていただき、働くモチベーションになっています。
全く未経験のところからブドウ農家の世界に飛び込んで、栽培に関してはほとん

ど独学で学んできましたが、家族や様々な方にお力添えをいただき、美味しいぶど
うを作れるところまで来ることが出来ました。
まだまだ今のハウスは発展途上。野生動物による食害など課題もまだまだありま

すが、ゆくゆくは事業規模を拡大し、法人化地域に新たな雇用を生み出したいと考
えています。
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